
水道水中の放射線測定値 (申.位：ペクレル/kg) 
參問い合わせ先 相馬地方広域水道企業団 

(E 3 5 - 1 0 2 0) 

4月15曰現在、本企業団の水道水に含まれる放射線濃度は、指標値以下です。飲料水として全く問題ありません。 

相馬第1水源地（西山字表西山）と 
相馬第5 7j<源（山上字堀坂）が水源の水 真野ダムが水源の水 

採水曰 
ヨウ素 
131 

ヨウ素 
132 

セシウム 
134 

セシウム 
137 

4/11 12.3 不検出 不検出 不検出 

4/15 不検出 不検出 不検出 不検出 

採水曰 
ヨウ素 
131 

ヨウ素 
132 

セシウム 
134 

セシウム 
137 

4/11 不検出 不検出 不検出 不検出 

4/15 不検出 不検出 不検出 不検出 

※山上坂下簡M水逍帛丨〖合および玉野簡易水道組合の水逍水の放射線濃度は、 

4月15曰現在、検出されていません。 

原子力安全委員会が定めた飲食物摂取 

制限に関 する指標値 

ヨウ素 セシウム 

指標値 300 200 

広報そうま号外H23.4.18 

旧覧 

報 
平成23年 4 月 1 8 日 

No.12 

紙不足のため、回覧での伝達にご協力ください。 

情報が伝わりにくくなっています。周リの方にも、号外の内容をお伝えください。 

問い合わせ先 

社会福祉課 

(S3 7-2 2 0 4) 

震
災
に
よ
リ
親
族
が
亡
く
な
つ
た
方
、
住
居
が
全
壊
ま
た
は
半
壊
し
た
世
帯
の
方
へ 

国
義
援
金•

県
義
援
金
配
分
の
受
付
を
行
い
ま
す 

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
お
見
舞
い
と
し
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
い
お
気
持
ち
と
と
も 

に
、
多
く
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
義
援
金
を
有
効
に
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に
、
義
援
金
配
分
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。 

【

受
付
日
時】

 

4
月
M
日(

月)

か
ら
当 

分
の
間
8
時
3
0
分〜

1
7
時 

【

受
付
場
所】

 

社
会
福
祉
課 

(
市
役
所
分
庁
舎
1
階)
 

国
義
援
金 

【

吊
慰
金】

 

•
対
象
者
平
成
m
年
3
月
U
曰 

に
相
馬
市
に
居
住
し
て
い
た
方 

で
、
東
曰
本
大
震
災
ま
た
は
そ
れ 

に
伴
ぅ
津
波
に
よ
り
亡
く
な
つ
た 

方
、
ま
た
は
3
力
月
間
行
方
の
分 

か
ら
な
い
方
の
ご
遺
族 

•
配
分
額
死
亡
者
、
行
方
不
明 

者
と
も
に
、
一
人
あ
た
り
％
万
円 

•
申
請
で
き
る
方
直
系
の
遺
族 

(

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
お
よ 

び
祖
父
母)

 

※
日
本
財
団
か
ら
の
弔
慰
金(

5
万 

円)

に
つ
い
て
も
、
当
分
の
間
、 

同
時
に
受
付
し
ま
す
。 

【

見
舞
金】

 

•
対
象
世
帯
平
成
ぬ
年
3
月
U 

日
に
相
馬
市
に
居
住
し
て
い
た
方 

で
、
東
日
本
大
震
災
ま
た
は
そ
れ 

に
伴
ぅ
津
波
に
よ
り
、
住
家
が
全 

壊
ま
た
は
半
壊
し
た
世
帯 

•
配
分
額
•
全
壊(

全
焼)

し 

た
世
帯=

一
世
帯
当
た
り
3
5
万
円 

•
半
壊(

半
焼)

し
た
世
帯=

1
 

世
帯
あ
た
り2

万
円 

•
申
請
で
き
る
方
原
則
と
し
て 

世
帯
主
。
世
帯
主
が
死
亡
ま
た
は 

行
方
不
明
の
場
合
に
は
、
同
一
世 

帯
の
方
。 

県
義
援
金 

【

見
舞
金】

 

參
対
象
世
帯
平
成
M
年
3
月
U 

曰
に
相
馬
市
に
居
住
し
て
い
た
方 

で
、
東
日
本
大
震
災
ま
た
は
そ
れ 

に
伴
ぅ
津
波
に
よ
り
、
住
家
が
全 

壊
ま
た
は
半
壊
し
た
世
帯 

•
配
分
額
一
世
帯
当
た
り
5
万
円 

•
申
請
で
き
る
方
原
則
と
し
て 

世
帯
主
。
世
帯
主
が
死
亡
ま
た
は 

行
方
不
明
の
場
合
に
は
、
同
一
世 

帯
の
方
。 

国
•
県
義
援
金 

共
通
の
お
知
ら
せ 

•
配
分
方
法
申
請
書
を
提
出
い 

た
だ
い
た
後
、
審
査
事
務
、
送
金 

処
理
を
行
い
ま
す
の
で
、
送
金
ま 

で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り 

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
送
金
は
口
座
振
込
で
す
。 

取
引
金
融
機
関
が
閉
鎖
や
流
失 

な
ど
で
利
用
で
き
な
い
場
合
は 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

※
配
分
対
象
の
可
否
は
、「

り
災 

証
明
書」

の
内
容
な
ど
に
よ
り
、 

市
が
認
定
し
ま
す
。 

•
持
参
物
•
印
鑑
•
通
帳
ま
た 

は
力
ー
ド 

•
記
入
事
項
申
請
書
に
被
災
時 

点
の
住
所
、
申
請
時
の
住
所
、
振 

込
口
座
な
ど
を
記
入 

※
彳
月
^
日
、
比
日
に
申
請
さ
れ 

た
方
の
再
申
請
は
不
要
で
す
が
、 

内
容
に
つ
い
て
市
か
ら
お
問
い 

合
わ
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 



市内放射線レベル測定値 (単位：マイクロシーベル.ト 

• 問 い 合 わ せ 先 生 活 環 境 課 0 3 7 - 2 2 0 1 ) ‘ 

相馬市内で測定した放射線レベルの測定値は、下表のとおリです。 

春測定場所：公立相馬総合病院 

4 月 1 4 曰 15曰 16曰 17曰 

測定時間 測定値 測定時間 測定値 測定時間 測定値 測定時間 測定値 

8 ： 00 0.5 8 ：10 0.4 8 ： 30 0.4 8 ： 30 0.7 

16 ： 00 0.3 16 ： 00 0.3 16 ： 00 0.3 16 ： 00 0.5 

_測定場所：市分庁舎前駐車場 

4月1 4曰 15曰 16曰 17曰 

測定時間 測定値 測定時間 測定値 測定時間 測定値 測定時間 測定値 

10 ： 00 0.52 10 ： 00 0.46 10 ： 00 0.45 10 ： 00 0.45 

15 ： 00 0.40 15 ： 00 0.49 15 ： 00 0.42 15 ： 00 0.46 

I P §編集と発行；相馬市情報政策課〒9/6"8601相馬市中村字大手先丨3 Ta 0244-37-2117 FAX0244-35-4196 

ホームべージ hUp://www.city-Soma.fukushima.jp/ Eメ-ル info@city.soma'.fukushima.jp 

度攝ぜ 広報そうま号外H23.4.18 

建
築
士
に
よ
る
被
災
住
宅
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
住 

宅
の
応
急
危
険
度
判
定
の
結
果
や 

住
宅
の
損
壊
に
関
す
る
疑
問
に
つ 

い
て
、
建
築
士
が
無
料
で
相
談
を 

お
受
け
し
ま
す
。 

春
日
時
4
月
2
1
日(

木)

1
0
時 

〜
2

時 

※
今
後
も
毎
週
木
曜
日
に
実
施
予 

定
で
す
。 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
2
階 

希
望
す
る
方
は
、
建
築
課
に
お 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課(

S 

M
2
1
7
8)

 

家
庭
ご
み
の
収
集
を
、
通
常 

通
リ
行
つ
て
い
ま
す 

ご
み
カ
レ
ン
ダ—

ど
お
リ 

に
、
ご
み
ス
テ
丨
シ
ヨ
ン
に 

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

被
災
者
生
活
再
建
支
援 

資
金
を
支
給
し
ま
す 

国
は
、
東
日
本
大
震
災
を
、
被 

災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
定
め
る 

自
然
災
害
に
該
当
す
る
も
の
と 

し
、
県
全
体
に
同
法
を
適
用
す
る 

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
被
災
者
生
活
再 

建
支
援
法
人
は
、
住
宅
が
全
壊
し 

た
世
帶
や
大
規
模
半
壊
し
た
世
帯 

な
ど
に
被
災
者
生
活
再
建
支
援
資 

金
を
支
給
し
ま
す
。 

春
支
給
対
象
と
な
る
世
帯 

今
同
の
地
震
や
津
波
に
よ
り
次 

の
住
宅
被
害
を
受
け
、
市
か
ら
そ 

の
被
害
程
度
を
証
す
る「

り
災
証 

明
書」

の
交
付
を
受
け
た
世
帯
。 

©

住
宅
が
全
壊(

全
焼•

全
流
出 

を
含
む)

し
た
世
帯 

(
!
)
住
宅
が
半
壊(

半
焼
を
含
む)

、 

ま
た
は
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が
生 

じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解 

体
し
た
世
帯 

(
3
)
災
害
に
よ
る
危
険
な
状
態
が
継 

続
し
、
住
宅
に
居
住
で
き
な
い
状 

態
が
艮
時
間
継
続
し
て
い
る
世
帯 

®
住
宅
が
半
壊
し
、
大
規
模
な
補 

修
を
行
わ
な
け
れ
ば
居
住
す
る
こ 

と
が
困
難
な
世
帯(

大
規
模
半
壊 

世
帯)

 

•
支
給
額 

【

世
帯
の
構
成
員
が
複
数(

複
数 

世
帯)

の
場
合】

 

•
基
礎
支
援
金=

全
壊
世
帯
に 

励
万
円
、
大
規
模
半
壊
世
帯
に 

如
万
円
を
支
給
。 

•
加
算
支
援
金=

住
宅
を
建
設
. 

購
入
す
る
場
合
は
2
0
0
万
円
、
補
修 

す
る
場
合
は
0
0
万
円
、
賃
借
す
る 

場
合
は
5
0
万
円
を
加
算
。 

【

単
身
世
帯
の
場
合】

 

複
数
世
帯
に
対
す
る
支
援
金
の 

4
分
の
3
の
額
を
支
給
。 

•
申
請
場
所
市
社
会
福
祉
課 

(

市
役
所
分
庁
舎
ー
階)

8
時
如 

分
〜
：
：
：

時 

•
必
要
書
類
な
ど 

•
申
請
書(

社
会
福
祉
課
に
あ
り 

ま
す)

•
世
帯
全
員
の
住
民
累
V 

り
災
証
明
書
•
預
金
通
帳
の
写
し 

•
大
規
模
半
壊
以
外
の
方
が
家
屋 

を
解
体
し
た
と
き
は
、
解
体
証
明 

書
や
滅
失
登
記
簿
謄
本
な
ど 

※
賃
借
や
補
修
な
ど
、
加
算
支
援 

金
の
申
請
に
は
、
契
約
書
な
ど 

の
写
し
が
必
要
で
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
•
福
島
県
災 

害
対
策
本
部
総
括
班
生
活
再
建 

チ
. 4

 
(

S
0
2 
4
1
5 
2 
1—

 

5
8 
o 
5)

 
•
社
会
福
祉
課(

s 

3
7
2
2
0
4)

 

ス
ク
丨
ル
バ
ス
を 

運
行
し
ま
す 

市
で
は
、
4
月
8
日
よ
り
市
内 

か
ら
中
村
一
一
小
、
中
村一

一
中
、
磯 

部
幼
稚
園
、
磯
部
小
、
磯
部
中
へ 

の
通
学
の
た
め
に
ス
ク
丨
ル
バ
ス 

を
運
行
し
ま
す
。
運
行
路
線
、
時 

間
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
学 

校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
園
児
、
児
童
、
生
徒
の
み
の
利 

用
に
な
り
ま
す
。 

•
東
部
方
面(

中
村11

小
、
中
村 

ニ
中)

 

•
朝(

市
内
丨
細
田
停
留
所)

 

2
便
運
行 

•
帰
り(

細
田
停
留
所
i
市
内)

 

3
便
運
行 

※
4
月
1
8
日
、
は
日
は
2
便
運
行
。 

•
磯
部
方
面(

磯
部
幼
稚
園
、
磯 

部
小
、
磯
部
中)

 

•
朝(
市
内
4
磯
部
小)

 

2
便
運
行 

•
朝(

獺
庭
i
磯
部
小)

 

1
便
運
行 

•
帰
り(

磯
部
小
丨
市
内)

 

3
便
運
行 

※
4
月
1
8
日
、2

日
は
2
便
運
行
。 

•
帰
り(

磯
部
小
丨
獺
庭)

 

1
便
運
行 

•
問
い
合
わ
せ
先
学
校
教
育
課 

(

S
3
7
2 
1
8 

5)
 

http://www.city-Soma.fukushima.jp/



